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～１０００人パトロール～ 

 

 ６月２２日（日）の道徳科で「命」の学習を終えた後「１０００人パトロール」を実施

いたしました。お忙しい中、多くの地域、各団体、関係機関、保護者の皆様にご参加いた

だいたことに大変感謝しております。ありがとうございました。１０００人パトロールの

名称のとおり「１２００名」を超える方々の参加によるパトロールとなりました。 

 

 天気が心配されましたが、予定通り行うことができました。６年生が集団下校をする各

地区の札を持ち、集合しやすいようにしていました。 



 

時津警察署の方と畝刈小学校区青少年育成協議会、子供を守るネットワークの会長様か

らのご挨拶がありました。「子供たち自身が命を守る方法を知り、命を守る行動をすることがと

ても大切である。」という内容のお話がありました。会長様からは、２２年前の７月１日の事

件を振り返りながらお話がありました。忘れられませんね。 

 

 

 集まってくださった地域の方々や関係機関の皆様の紹介の後、それぞれの地区に分かれ

てパトロールに出かけました。 

 通学路の危険箇所や子ども１１０番の家の確認、６年生による安心安全の呼びかけを行

いながら、それぞれ家の近くの地域の公園に向かって出発しました。 





 

先頭の子供たちが「子供たちを守ろう」という横断幕を持ち、みんなで歩きました。 

 

 公園に到着後は、各担当の先生の話を聞き、解散となりました。 

 

 まずは、近年様々な事件や事故が起きていることから、子供たち自身が危機意識をもち、

「自分の大切な命は自分で守る」という意識をもつことが大切になります。 

 

 今後とも「地域の子供たちは地域で守り育てる」という意識をそれぞれがもち、「家庭・地域・

学校」が、ともに連携協力しながら未来ある大切な子供たちを守り育んでまいりましょう。 


